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第49回

市
美
術
展

受
賞
者
の
皆
さ
ん
（
敬
称
略
）

【
日
本
画
】　

▽
市
展
賞
＝
澤
田
加
代
子
▽
優
秀
賞
＝
五
島
説

司
▽
奨
励
賞
＝
小
川
進
、
杉
野
茂
樹

【
洋
画
】　
　

▽
市
展
賞
＝
臼
井
哲
雄
▽
優
秀
賞
＝
小
島
真
由

美
、
長
屋
瑠
璃
子
▽
奨
励
賞
＝
一
川
憲
也
、
澁

谷
義
光
、
葛
西
加
津
博
、
大
塚
照
子
、
中
島
な

つ
き

【
彫
刻･

工
芸
】　

▽
市
展
賞
＝
飯
野
克
子
▽
優
秀
賞
＝
纐
纈
勇 

▽
奨
励
賞
＝
山
田
妙
子
、
足
立
実
千
子
、
樋
口

勝
彦

【
デ
ザ
イ
ン･

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
】　

▽
市
展
賞
＝
ハ
ナ
ム
ラ
・
ヒ
ロ
ユ
キ
▽
優
秀
賞

＝
戸
崎
日
南
子
　
※
奨
励
賞
該
当
な
し

【
書
】 

▽
市
展
賞
＝
服
部
竹
龍
▽
優
秀
賞
＝
小
林
明

美
、
北
澤
素
心
▽
奨
励
賞
＝
藤
井
淳
子
、
鳥
居

節
子
、林
華
香
、石
田
恵
雪
、森
翠
香

【
写
真
】 

▽
市
展
賞
＝
境
田
和
夫
▽
優
秀
賞
＝
河
田
祐

次
、
小
島
良
雄
、
髙
田
紀
生
、
管
野
富
春
▽
奨

励
賞
＝
馬
渕
公
明
、
田
尻
咲
子
、
前
田
孝
子
、

大
田
勇
次
、足
立
東
平
、東
方
桂
子
、丹
羽
武
司
、

下
村
匡
史

市展賞作品

日本画
「櫻
おうしゅん

春」
澤田加代子

洋画
「室内の情景」

臼井哲雄

デザイン・イラストレーション
「クマダマ・キング」
ハナムラ・ヒロユキ

書
「攀
はんりょうふほう

龍附鳳」
服部竹龍

愛嬌のあるキャラクターと、細部まで描き
込まれた丁寧な表現によって独自の世界観
が構築されています。ひときわ高い存在感
を放っており、人に伝える・呼びかける姿
勢が明確に表現されていました。

完成度の高い作品です。
静物をデフォルメして、
平面化しています。キャ
ンバスに塗った絵の具を
乾燥させながら、薄く何
度も塗り重ねることで、
密度のある画面を創りだ
した秀作です。

桜 と い う 難 し い 題 材
を、 逃 げ な い で 描 き
切った制作姿勢に好感
が持てます。また、色
もよくまとまり、疎密
の構成が効果的に用い
られています。

和紙を使用した平面作品で
す。和紙独自の表面処理が、
作品に静かな時の流れを表
現することに成功していま
す。作者の心象風景が、見
る側にゆっくり伝わるよう
な作品です。

作者によると、食器洗浄時の食器にできたシャボン
玉だそうです。「なんだろう」と考えさせられる不
思議な作品です。淡い仕上がりとカラーノイズが、
いい感じに表現されています。身近な題材を見過ご
さない視点が評価できる作品です。

書 部 門 の 篆 刻 作 品
で 12 年ぶりの最高
賞を獲得した作品で
す。線質は切れて強
く、布字もしっかり
と刻され、申し分の
ない作品となり、篆
刻の魅力を十分に発
揮しています。

彫刻・工芸
「時間」
飯野克子

写真
「雪の妖精」
境田和夫

10
月
１
日
～
８
日
に
、
秋
の
芸
術
を
彩
る
「
市
美
術
展
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
は
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
・
工
芸
、
デ
ザ
イ
ン
・
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
、書
、写
真
の
６
部
門
に
２
２
１
点
の
応
募
が
あ
り
、審
査
の
結
果
、

市
展
賞
６
点
、
優
秀
賞
11
点
、
奨
励
賞
23
点
、
入
選
１
６
７
点
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
※
コ
メ
ン
ト
は
審
査
員
に
よ
る
選
評
で
す

詳
細　

い
き
い
き
楽
習
課
０
５
８
（
３
８
３
）
１
０
４
２
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KAKAMIGAHARA
OPEN CLASS
各務原の「ちょっといい暮らし」を発信

詳細　広報課☎ 058-383-7242

KAKAMIGAHARA  GOOD  PLACE！KAKAMIGAHARA  OPEN  CLASS

p

パ
ー
ク
メ
ン
ト

ark'm
ent

巡
回
展  

高
田
沙
織
×
辻
拓
也

　

市
内
の
公
園
を
テ
ー
マ
に
、
二
人
の
写

真
家
が
切
り
取
る
楽
し
い
瞬
間
を
集
め
た

写
真
展
。
学
び
の
森
の
カ
フ
ェ「KAKAM

I
G

AH
ARA  STAN

D

」
で
、今
年
２
月
に
開

催
さ
れ
た
写
真
展
「park'm

ent

」
の
巡

回
展
を
開
催
し
ま
す
。

期
間　

11
月
３
日
～
12
月
１
日　

午
前
10

時
～
午
後
７
時

　

当
社
は
、
環
境
に
優
し
い
住
ま
い
づ
く

り
だ
け
で
な
く
、昨
年
、「
リ
ク
シ
ル
不
動

産
シ
ョ
ッ
プ
」
も
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

土
地
や
新
築
住
宅
を
中
心
に
、
魅
力
的
な

売
買
物
件
を
多
数
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
密
着
」「
安
心
の
不
動
産
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
新
生
活
を

ス
タ
ー
ト
さ
れ
る
方
、
賃
貸
住
宅
か
ら
戸

建
住
宅
を
検
討
中
の
方
な
ど
、
皆
さ
ん
の

「
各
務
原
市
で
の
暮
ら
し
」
を
全
力
で
サ

ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。ま
ず
は
Ｋ
Ｏ
Ｃ
で
、

私
に
お
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　

Ｋ
Ｏ
Ｃ
で
は
、
移
住
に
限
ら
ず
、
賃
貸

住
宅
な
ど
に
お
住
ま
い
の
方
や
、
土
地
や

建
物
を
お
探
し
の
方
な
ど
、
市
で
長
く
暮

ら
し
続
け
た
い
方
へ
、「
定
住
」
物
件
探

し
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

Ｋ
Ｏ
Ｃ
の
窓
口
に
は
、
不
動
産
事
業
者

（
住
ま
い
相
談
サ
ポ
ー
タ
ー
）
が
常
駐
し
、

市
内
の
売
地
や
中
古
住
宅
、
新
築
住
宅
な

ど
を
案
内
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
日
条
件
に
合
う
物
件
が
無
く

て
も
、
豊
富
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
最
大
限

に
活
用
し
て
、
条
件
に
合
っ
た
物
件
が
見

つ
か
り
次
第
、
メ
ー
ル
で
い
ち
早
く
お
知

ら
せ
す
る
な
ど
、
継
続
的
な
サ
ポ
ー
ト
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
で

は
、
週
末
滞
在
す
る
サ
ポ
ー
タ
ー
情
報
を

発
信
し
て
い
ま
す
の
で
、
個
々
の
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
か
ら
、
得
意
エ
リ
ア
・
得
意
分

野
を
確
認
し
た
う
え
で
、
ぜ
ひ
足
を
お
運

び
く
だ
さ
い
。

時
間　

▽
窓
口
＝
月
～
日
曜
日　

午
前
10

時
～
午
後
７
時
（
年
中
無
休
）
▽
不
動
産

相
談
＝
土
・
日
曜
日
、
祝
日　

午
前
10
時

～
午
後
５
時
（
相
談
は
予
約
優
先
）

場
所　

 

イ
オ
ン
モ
ー
ル
各
務
原
２
階
（
那

加
萱
場
町
３
）

詳
細　

か
か
み
が
は
ら
オ
ー
プ
ン
ク
ラ
ス

☎
０
５
８
（
３
８
２
）
１
１
９
４

Ｋ
Ｏ
Ｃ
で
「
定
住
」
サ
ポ
ー
ト

Ｋ
Ｏ
Ｃ 

11
月
の
イ
ベ
ン
ト

　

Ｋ
Ｏ
Ｃ
で
は
、
各
務
原
の
「
ち
ょ
っ
と

い
い
暮
ら
し
」
を
伝
え
る
た
め
、
定
期
的

に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
・
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
７
・
８
日
に
は
、
名
古
屋
テ
レ
ビ

塔
を
中
心
に
「S

ソ
ー
シ
ャ
ル

O
CIAL T

タ

ワ

ー

O
W

ER M

マ
ー
ケ
ッ

ARKE
T

ト

」
が
開
催
さ
れ
、
Ｋ
Ｏ
Ｃ
も
ブ
ー
ス
を

出
展
。市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
き
ま
し
た
。

　
「SO

CIAL TO
W

ER M
ARKET

」
と
は
、

毎
年
10
月
に
名
古
屋
市
栄
の
テ
レ
ビ
塔
周

辺
を
会
場
に
開
催
。
全
国
か
ら
作
家
や
ク

リ
エ
ー
タ
ー
な
ど
、
２
０
０
店
舗
以
上
が

出
展
し
、
10
万
人
以
上
の
若
者
が
集
ま
る

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

今
年
は
、「
３
市
を
つ
な
ぐ
橋
」「
名
古

屋
か
ら
岐
阜
へ
と
つ
な
ぐ
橋
」
と
い
う
意

味
を
込
め
た
「
Ｂブ

リ

ッ

ジ

Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｇ
Ｅ
」
を
テ
ー

マ
に
、 

各
務
原
市
、
美
濃
加
茂
市
、
関
市

の
３
市
が
出
展
。
市
は
、
移
住
定
住
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
「O

ア
ワ
ー

U
R F

フ
ェ
イ
バ
リ
ッ
ト

AVO
RITE K

カ

カ

ミ

ガ

AKAM
IG

A

ハ

ラ

H
ARA

」
に
連
動
し
た
、
市
の
魅
力
が

つ
ま
っ
た
オ
モ
シ
ロ
イ
「
ヒ
ト
・
モ
ノ
・

コ
ト
」
を
紹
介
で
き
る
ブ
ー
ス
を
展
開
し

ま
し
た
。

　

来
場
者
か
ら
は
、「
各
務
原
の
公
園
が

気
に
な
り
ま
す
」「
マ
ー
ケ
ッ
ト
日
和
に

参
加
し
て
み
た
い
」な
ど
の
声
が
あ
が
り
、

次
に
つ
な
が
る
展
開
と
な
り
ま
し
た
。

澤井不動産株式会社
澤井満徳さん

　

当
社
が
強
み
と
し
て
い
る
蘇
原
・
那
加

地
区
は
、市
の
中
心
部
に
位
置
し
、中
央
図

書
館
や
市
民
公
園
・
学
び
の
森
な
ど
、
家

族
の
憩
い
の
場
と
な
る
ス
ポ
ッ
ト
が
多
数

あ
り
、住
環
境
に
恵
ま
れ
た
エ
リ
ア
で
す
。

住
ま
い
相
談
サ
ポ
ー
タ
ー
に
お
聞
き
し
ま
し
た
！

　

私
は
、
各
務
原
市
で
生
ま
れ
育
ち
、
当

社
も
親
の
代
か
ら
30
年
以
上
地
域
に
密
着

し
た
営
業
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

私
の
得
意
エ
リ
ア
で
も
あ
る
、
鵜
沼
各

務
原
町
か
ら
朝
日
町
に
か
け
て
は
、名
鉄
・

大幸住宅株式会社
都築知佳さん

Ｋ
Ｏ
Ｃ
に
行
こ
う
！

　

現
在
、
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
は
、
市
内

の
イ
ベ
ン
ト
や
乳
幼
児
健
康
診
査
の
案
内

な
ど
、
皆
さ
ん
に
役
立
つ
情
報
を
発
信
し

て
い
ま
す
。
11
月
以
降
は
、
Ｋ
Ｏ
Ｃ
が
取

り
扱
う
不
動
産
情
報
な
ど
も
発
信
し
て
い

き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
友
だ
ち
登

録
し
て
く
だ
さ
い
。

新
た
に
発
信
す
る
情
報

■
住
ま
い
相
談
の
案
内

■
新
し
く
出
た
物
件
の
情
報

■
Ｋ
Ｏ
Ｃ
の
イ
ベ
ン
ト
案
内
な
ど

登
録
方
法

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
情
報
発
信

　

窓
口
を
担
当
す
る
不
動
産
事
業
者
は
市
内
17
社
あ
り
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
午
前
と
午

後
、当
番
制
で
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
、お
二
人
の
住
ま
い
相
談
サ
ポ
ー

タ
ー
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
の
両
駅
、
子
育
て
・
教
育
施
設
、
大

型
ス
ー
パ
ー
や
病
院
な
ど
、
生
活
す
る
う

え
で
便
利
な
施
設
が
揃
っ
て
い
ま
す
。
老

若
男
女
が
暮
ら
し
や
す
い
た
め
、
人
気
の

高
い
エ
リ
ア
で
あ
り
、
特
に
20
～
30
代
の

子
育
て
世
帯
の
方
に
好
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

長
年
培
っ
て
き
た
豊
富
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
、
き
っ
と
、「
定
住
」
を
お
考
え
の

皆
さ
ま
の
お
役
に
立
て
る
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
Ｋ
Ｏ
Ｃ
へ
お
越
し
い
た
だ
き
、

皆
さ
ま
の
ご
希
望
を
気
軽
に
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

マ
ー
ケ
ッ
ト
日
和
Ｌ
Ａ
Ｂ  

か
か
み
が
は
ら

暮
ら
し
委
員
会TALK  SESSIO

N

　

11
月
３
日
開
催
の「
マ
ー
ケ
ッ
ト
日
和
」

の
企
画
、
市
内
の
公
園
の
活
用
提
案
を

は
じ
め
、「KAKAM

IG
AH

ARA  STAN
D

」

の
運
営
も
手
掛
け
る
「
か
か
み
が
は
ら
暮

ら
し
委
員
会
」
の
皆
さ
ん
を
招
き
、
ト
ー

ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

日
時　

11
月
11
日（
土
）　

午
後
３
時
～

住
ま
い
相
談

高田沙織

辻拓也

イ
ベ
ン
ト
や
不
動
産
情
報
も

魅
力
発
信

SO
CIAL  TO

W
ER  M

ARKET

行
っ
て
き
ま
し
た

Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ

各務原市への移住・定住を考える人たちに向けた「ちょっといい暮らし」の情報発信スペース「かかみがは
らオープンクラス（以下 KOC）」。現在、市内外を問わず、多くの方に足を運んでもらっています。今回は、
KOC が行う「住まい相談」と「魅力発信」にスポットを当てて紹介します。

①　

▼
ア
イ
フ
ォ
ー
ン
＝
「App Store

」

を
起
動
▼
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
＝
「G

oogle  
Play

」
を
起
動

②
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
で
検
索
し
、
ア
プ
リ
を

イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る

③
ア
プ
リ
を
起
動
し
、
画
面
の
指
示
に
従

い
、
初
期
設
定
を
す
る

④
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
、Ｉ
Ｄ「@

kakam
igahara

」

を
検
索
し
、友
だ
ち
に
追
加（
左
記
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
で
も
友
だ
ち
登
録
で
き
ま
す
）

▼

各
務
原
市
ア
イ
コ
ン（
上
）と
友
だ
ち
登
録
用
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド（
下
）
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ASAKEN Report

毎
月
１
日
号
に
掲
載
し
ま
す

市長　浅野健司

　

毎
年
、
9
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、

ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
で
活
動
す
る
皆
さ

ん
が
実
行
委
員
と
な
り
、
日
頃
の
練
習

の
成
果
や
制
作
し
た
作
品
を
披
露
す
る

「
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
発
表
会
」
が
市

内
５
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

市
の
講
座
を
き
っ
か
け
に
新
し
く
で

き
た
サ
ー
ク
ル
を
は
じ
め
、
長
年
活
動

す
る
団
体
な
ど
、
多
く
の
方
々
の
参
加

に
よ
り
、大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

会
場
は
、
華
や
か
な
装
い
の
皆
さ
ん

で
に
ぎ
わ
い
、
今
か
今
か
と
自
分
た
ち

の
出
番
を
待
つ
緊
張
感
と
楽
し
さ
に
満

ち
あ
ふ
れ
た
表
情
が
印
象
的
で
し
た
。

舞
台
で
は
最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が

続
き
、輝
く
笑
顔
と
元
気
に
、私
も
た
く

さ
ん
の
パ
ワ
ー
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

作
品
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
書
道
や

絵
手
紙
、
絵
画
、
編
み
物
、
川
柳
、
写

真
な
ど
多
彩
な
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し

た
。
ほ
っ
と
心
が
和
む
作
品
か
ら
趣
味

の
域
を
超
え
た
プ
ロ
顔
負
け
の
も
の
ま

で
、
力
作
に
感
心
し
き
り
で
し
た
。

　

私
も
仕
事
柄
、
筆
を
と
る
機
会
が
あ

り
ま
す
。
初
め
て
お
会
い
し
た
方
や
お

世
話
に
な
っ
た
方
な
ど
に
感
謝
の
気
持

ち
を
伝
え
る
た
め
、
は
が
き
や
色
紙
に

相
手
の
こ
と
を
想
い
な
が
ら
書
を
し
た

た
め
ま
す
。
気
持
ち
が
ま
っ
す
ぐ
伝
わ

る
よ
う
、
心
を
込
め
て
書
く
時
間
は
心

安
ら
ぐ
ひ
と
と
き
で
あ
り
、
私
に
と
っ

て
も
大
切
な
時
間
で
す
。
今
回
、
す
ば

ら
し
い
作
品
を
拝
見
し
、
私
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
気
持
ち
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
活
躍
は
、
暮
ら
し
を
豊
か

に
彩
る
だ
け
で
な
く
、
市
の
活
力
に
繋

が
っ
て
い
ま
す
。
発
表
会
の
会
場
に
訪

れ
た
皆
さ
ん
に
も
、
何
か
を
始
め
る

き
っ
か
け
と
な
る
出
会
い
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

市
で
は
多
種
多
彩
な
講
座
を
用
意
し

て
い
ま
す
。
一
度
、
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
新
た
な
出
会
い
や
発
見
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

晴れ舞台、
クラブ・サークル
発表会

安心して暮らせるまちへ

各務原市の環境状況
詳細　 ▼  大気・河川・地下水・騒音＝環境政策課 ☎ 058-383-4232
　　　 ▼  北清掃センター排ガス＝北清掃センター ☎ 058-384-3616

　市は、政府が定めた行政上の政策目標値である環境基準を指針として、人の健康や生活に影響
を及ぼす大気や河川、地下水、騒音などの監視、測定を行っています。
　今回の測定では、ほとんどの項目で基準を達成しましたが、残念ながら一部の項目では基準
の超過が見られました。これからも基準の達成と環境の維持を進めていきます。

基準 結果 測定値
（pg-TEQ/ ㎥）

 川島市民
サービスセンター 0.6pg-TEQ/ ㎥

以下

○ 0.009

そはらふれあい
センター ○ 0.014

測定場所　蘇原中央町（岐阜県調べ）

大気中のダイオキシンの測定

基準 結果 備考

二酸化硫黄 1 時間値の 1 日平均値が 0.04ppm
以下で、1 時間値が 0.1ppm 以下 ○

昨年に続き環境
基準を達成

二酸化窒素 1 時間値の 1 日平均値が 0.04 ～
0.06ppm 内またはそれ以下 ○

光化学
オキシダント

1 時間値が 0.06ppm 以下 ×
89 日超過
最高 0.115ppm

浮遊粒子状
物質

1 時間値の 1 日平均値が 0.10mg/
㎥ 以 下、1 時 間 値 が 0.20mg/ ㎥
以下

○
昨年に続き環境
基準を達成

微小粒子状
物質（PM2.5）

1 年平均値 15 μ g/ ㎥以下、1 日
平均値 35 μ g/ ㎥以下 ○

1 年平均値 9.0 μ
g/ ㎥、1 日平均
値では超過なし

（98 ％ 値 は 22.5
μ g/ ㎥）

　二酸化硫黄、二酸化窒素、光化学オキシダ
ント、浮遊粒子状物質、微小粒子状物質（Ｐ
Ｍ 2.5）の大気汚染 5 物質と、ダイオキシン
の測定を行っています。光化学オキシダント
以外の項目は、環境基準を達成しています。

※ 1  全データのうち 75% 以上が基準値を満たすかで測定
※ 2  値は各地点のデータの平均値

生物化学的
酸素要求量

mg/l
（基準値）※ 1

浮遊物質
mg/l

（基準値）※ 2

木曽川下流
（川島大橋）

0.7
（2.0 以下）

1.5
（25 以下）

新境川上流
（東泉橋）

1.5
（3.0 以下）

2.4
（25 以下）

新境川下流
（応連寺橋）

1.3
（5.0 以下）

2.0
（50 以下）

新境川下流
（木曽川合流前）

1.2
（5.0 以下）

2.7
（50 以下）

境川上流
（岩地橋）

1.1
（5.0 以下）

3.7
（50 以下）

河川の水質

　市内河川および水路 17 地点、池 9 地点、そ
の他で調査を実施しました。
　環境基準が定められている河川については
下表の項目について基準を達成できています。

河川

10

新境川 おがせ池

木曽川市役所

大安寺川

地下水
　市内全域で水質の監視・測定を行っています。測定の結
果、硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素の濃度が環境基準（１Ｌあ
たり10 ㎎以下）を超えた地域が市の南東部に残っています。
　また、テトラクロロエチレン（１Ｌあたり 0.01 ㎎以下）
については那加地区の１地点、四塩化炭素（１Ｌあたり
0.002 ㎎以下）については蘇原地区の３地点で環境基準を
達成できませんでした。

－　地下水中の硝酸性窒素の等濃度曲線
▲　テトラクロロエチレン基準値超過地点
■　四塩化炭素基準値超過地点

大気

　

ばいじん
（g/ ㎥ N）

ダイオキシン類
（ng-TEQ/ ㎥ N）※ 2

基準値
国 0.08 1

自主 0.01 0.1

北清掃
センター

1 号炉 0.001 未満 0.00029

2 号炉 0.001 未満 0.00066

3 号炉 0.001 未満 0.00028

※ 1  100 万分の 1 を表す　　　　※ 2  10 億分の 1 を表す

北清掃センター排ガス

硫黄酸化物
（ppm）※ 1

塩化水素
（ppm）

窒素酸化物
（ppm）

基準値
国 2930 430 250

自主 20 50 50

北清掃
センター

1 号炉 5.5 10.0 26.3

2 号炉 7.8 23.3 33.3

3 号炉 13.0 19.3 21.5

各務原市の地下水質図

各
務
原
市
の
環
境
状
況

結果（基準）　単位：db

市役所 66.9（62 以下）

那加中央保育所 59.7（57 以下）

水道事業庁舎 64.8（62 以下）

陵南福祉センター 59.2（62 以下）

騒音

航空機騒音（Lden）

　航空機騒音を除く「一般環境騒音」は、今回も測
定 4 地点で基準を達成しました。
　また、「道路に面する地域の騒音」を一般国道
21 号、一宮川島線、松原芋島線、岐阜那加線で
実施し、昼夜ともに環境基準をほぼ達成していま
す。「航空機騒音」は測定４カ所のうち３カ所で
基準を超えています。

※ 市役所は年間の数値、その他の地区は、春季測定値

　平成 28 年度の排ガス測定値は、国の基準値・
自主基準値をはるかに下回る結果となりました

（下表参照）。また、北清掃センターでは、法的排
出基準に加えて、さらに厳しく定めた自主基準の
を設定し、市の環境に配慮した運転に努めていま
す。これからも環境負荷の少ないごみ処理施設を
維持するため、ごみの削減、分別にご協力をお願
いします。
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

　総務大臣通知を受け、11 月 30
日受付分をもって、ふるさと納
税に係る記念品の、市民の方へ
の送付を終了します。
　検討中の方は、期限までに市
ウェブサイトまたはファクス、観
光交流課窓口（産業文化センター
6 階）でお申し込みください。
詳細　観光交流課　 058-389-07
65 ☎ 058-383-1905

「ふるさと納税」市
民向け記念品終了

　感動の航空映画と、第２回全
国人工衛星・探査機模型製作コ
ンテストの出品作品をご覧いた
だけます。
　費用は無料です。お気軽にご
参加ください。
日時　11 月 12 日（日）　① 10:30
～ 12:00（開場 10:00）② 14:30 ～
16:30（開場 14:00）
場所　産業文化センター 1 階あ
すかホール（那加桜町 2）
定員　各 300 人（当日申込順）
備考　②の前に、コンテスト優
秀作品の発表と表彰式を開催
詳細　県航空宇宙産業課☎ 058-
383-5852

映画「プレーンズ2」
上映会

　「空き家では
じめる　ちょっ
といい暮らし」
をテーマに、シ
ンポジウムを開
催。ゲストに、ブログや雑誌で
活躍する久米まりさんを招き、
トークショーなどを行います。
日時　11 月 18 日（土）　14:00 ～
16:00
場所　中央図書館 4 階多目的
ホール（那加門前町３）
定員　100 人（当日申込順）
内容　 ▽第 1 部＝暮らし DIY リ
ノベリポート（平成 28 年度空
き家リノベーション事業実績報
告） ▽第 2 部＝久米さんトーク
ショー「DIY で楽しむ豊かな暮
らし」、トークセッション
詳細　建築指導課☎ 058-383-11
11 内線 2717

まちづくり
シンポジウム

　地域のために活動する楽しさ
など、セカンドライフを充実さ
せるヒントが満載です。
日時　12 月 2 日（土）　10:00～
11:30（受付 9:30 ～）
場所　産業文化センター 2 階第
4 会議室（那加桜町 2）
定員　30 人（申込順）
内容　「やりがい・生きがい・
役立ちたい　まちづくり活動で
セカンドライフを充実させて
みませんか」原美智子・ぎふ
NPO センター専務理事
申込と詳細　事前にまちづくり
推進課☎ 058-383-1997

まちづくり参加
セミナー

日時　平成 30 年 1 月 7 日（日）

▽那加・桜丘・鵜沼・緑陽中学
校区の方＝ 9:45 ～ 10:45（受付
9:00 ～） ▽ 稲羽・川島・蘇原・
中 央 中 学 校 区 の 方 ＝ 11:30 ～
12:30（受付 10:45 ～）
場所　市民会館（蘇原中央町 2）
対象　平成 9 年 4 月 2 日～平成
10 年 4 月 1 日生まれの方
備考　 ▽ 11 月下旬に案内状を
発送予定 ▽市外在住で参加希望
の方は、事前にご連絡ください
詳細　青少年教育課☎ 058-383-
1484

平成 30年成人式

日時　11 月 11 日（土）　9:30 ～
16:00、12 日（日）　10:00 ～ 16:00
場所　かかみがはら航空宇宙科
学博物館周辺（下切町 6）
備考　詳細は本紙折込チラシを
ご覧ください
詳細　各務原商工会議所内産業
祭実行委員会事務局☎ 058-382-
7101 当日は☎ 058-386-7026

日時　11 月 18 日（土）　13:30 ～
15:30
場所　産業文化センター 2 階第
3 会議室（那加桜町 2）
内容　「壬申の乱と美濃・尾張
勢」尾関章・元県博物館学芸員
費用　500 円（当日支払）
詳細　各務原歴史研究会・瀬川
☎ 058-370-9746

2017かかみがはら
産業・農業祭

日時　① 11 月 20 日（月）　13:30
～ 15:30 ② 11 月 27 日（月）　9:00
～ 11:00（全 2 回）
場所　①産業文化センター 2 階
第 1 会議室（那加桜町 2）②新境
川堤（県健康科学センター集合）
内容　①ボランティア活動の紹
介②サクラの剪定作業など
申込と詳細　11 月 13 日までに、
観光交流課☎ 058-383-9925

百十郎桜保全ボラ
ンティア体験講座

各務原歴史研究会
講演会

　最優秀賞・優秀賞に選ばれた
皆さんです（敬称略）。
最優秀賞　萩本ゆきな（尾崎小
1）、野田奏良（那二小 2）、奥
田慧翔（蘇一小 3）、福田結己（那
一小 4）、仲野輝希（陵南小 4）、
松本友奈（鵜三小 5）、野田薫
流（那二小 6）、田中希（同 6）、
苅谷伊吹・野田樂・松原えりな

（川島中 2、共同作品）、横山亜
未（桜丘中 1）・横山知佳（同 3、
共同作品）、苅谷弥将・吉田一裕・
横溝将也（川島中 3、共同作品）
優秀賞　福田瑛大（那一小 1）、
熊澤光剛（那二小 1）、松本紗
和（那一小 2）、杉原咲央（緑
苑小 2）、板津明里（陵南小 2）、
山瀧怜珠（中央小 2）、池田耕
吾（尾崎小 3）、大島怜恩（鵜
二小 3）、上原沙莉奈（蘇一小 3）、
尾関龍之介（稲西小 4）、黒澤
志織（鵜三小 4）、岩田妃良莉（同
4）、後藤綾子（那二小 5）、安
達朋希（中央小 5）、山瀧真珠（同
5）、赤座悠仁（鵜二小 6）、山
根颯斗（緑苑小 6）、吉田梨乃（陵
南小 6）、苅谷昇太郎（稲羽中 2）、
木田美華（蘇原中 2）、豊田彩乃・
太田悠月（川島中 3、共同作品）、
柳原弘幸・水野颯斗・脇田あゆ
り・出口宗汰（同 3、共同作品）、
松山雷亜・山田颯輝・森山雄翔・
長坂翔大（同 3、共同作品）
詳細　学校教育課☎ 058-383-11
18

市小・中学校
科学作品展

　牛乳、乳製品でカルシウム
アップ！乳製品を使って、楽し
く料理を作りませんか。
日時　12 月 15 日（金）　10:00 ～
13:30
場所　総合福祉会館 3 階調理室

（那加桜町 2）
対象　市内在住の方
定員　30 人（申込順）
費用　300 円
持参品　エプロン、三角巾、布
巾 3 枚、筆記用具
申込と詳細　12 月 5 日までに、
市食生活改善協議会・羽場☎
058-383-1940

カルシウムアップ！
「骨太クッキング」

　11月と12月は、第3木曜日に実
施します（通常は第 4 木曜日）。
変更後日時　11 月 16 日（木）、
12 月 21 日（木）　14:00 ～
申込と詳細　相談日前日 10:00
～、まちづくり推進課☎ 058-3
83-1884

「女性のための法律
相談」日程変更　11 月は、「子ども・若者育成支

援強調月間」です。青少年育成
は、大人の責任です。地域の子
どもたちに関心を持ち、地域の
力で子どもたちを守り育てま
しょう。
詳細　青少年教育課☎ 058-383-
1484

子ども・若者育成
支援強調月間

　市では、新庁舎の建設に向け
て、配置や構造、必要な機能や
設備などの基本的な内容を決め
る「新庁舎建設基本設計」を策
定するため、基本設計（案）へ
のご意見を募集します。
閲覧（配布）場所　市ウェブサ
イト、市政情報コーナー（市役
所 1 階）、管財課（市役所 3 階）、
市民サービスセンター、福祉セ
ンター、ライフデザインセン
ター、図書館（ただし、各施設
の開館日・開館時間内に限る）
対象　市内在住・在勤・在学、
市内に事業所を有する方（法人、
その他の団体を含む）
備考　 ▽匿名や口頭、電話での
応募はできません ▽原則、意見
提出者には直接回答せず、市
ウェブサイトほか上記閲覧場所
で公表します ▽直接関係のない
意見などには回答しないことが
あります
申込と詳細　11 月 1 日～ 30 日

（必着）に、「住所、氏名（法人
その他の団体は所在地、名称）、
電話番号、意見」を明記して、
メール chousha@city.kakamiga
hara.gifu.jp、郵送、ファクスま
たは直接、〒 504-8555 那加桜
町 1-69、市役所管財課　 058-3
83-6365 ☎ 058-383-1619

新庁舎基本設計（案）
への意見募集

FAX

FAX

対象　道路面からの高さが 40cm
を超えるブロック塀で、道路の
接道部からブロック塀までの距
離がブロック塀の高さ以内
補助額　原則、市で定める標準
事業費（7000 円 / ㎡）の 1/2（た
だし、小学校の通学路や災害時
の避難経路に面しているブロッ
ク塀を撤去する場合は、市で定
める標準事業費の 2/3）
上限額　10 万円
申込と詳細　事前に河川公園課
☎ 058-383-1111 内線 2755

ブロック塀
撤去補助制度

対象　 ▽屋上（ベ
ランダ含む）＝樹
木、地被植物、草花
での緑化 ▽壁面＝
専用のフェンスな
どの補助資材を設置して、ツル
性植物などで通年緑化
補助額　工事費の 1/2
上限額　30 万円
申込と詳細　事前に河川公園課
☎ 058-383-1111 内線 2755

屋上・壁面
緑化補助制度

　DV やセクハラなど、女性を
めぐる人権問題について、人権
擁護委員や法務局の職員が電話
で相談に応じます。
　相談は無料（通話料は相談者
負担）で、秘密は厳守します。
期間　11 月 13 日～ 19 日 ▽ 平
日＝ 8:30 ～ 19:00 ▽土・日曜日
＝ 10:00 ～ 17:00
相談電話　☎ 0570-070-810
備考　上記期間以外でも、平日
8:30 ～ 17:15 に、相談に応じて
います
詳細　まちづくり推進課☎ 058-
383-1884

女性の人権ホット
ライン強化週間

FAX
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【SOLIDWORKS  トップダウン＆
板金】
期間　11 月 13 日～ 14 日
費用　1 万 80 円

【Creo  図面】
期日　11 月 15 日（水）
費用　1 万 4100 円

【CATIA V5 アセンブリデザイン】
期間　11 月 15 日～ 16 日
費用　2 万 4480 円

【共通事項】
備考　市内の方の費用（市・県
減免適用後。大企業は除く）
詳細　VRテクノセンター☎ 058-
379-6370

テクノプラザ
CAD研修

【火の用心 ことばを形に 習慣に】
　11 月 ９ 日 ～ 15 日 は、 秋 季
全国火災予防運動が行われま
す。空気が乾燥するこの時期は、
ちょっとした不注意から火災が
発生します。尊い命と財産を火
災から守るため、住宅用火災警
報器を設置し、適切に維持管理
しましょう。

【火災予防ポスター展】
　緑苑小の児童が作成したポス
ターを展示します。
期間　11 月 3 日～ 19 日
場所　イオンモール各務原 2 階

（那加萱場町 3）
詳細　予防課☎ 058-382-3137

秋季全国
火災予防運動

【小学 4 年以下男子】　 ▽ 50 ｍ
自由形（大会新）・平泳・バタ
フライ（大会新）＝中武海童（鵜
二） ▽ 50 ｍバタフライ（大会新）
＝岩間涼斗（那加一） ▽ 50 ｍ
背泳（大会新）・200 ｍ個人メ
ドレー＝寺本航愛（陵南）

【同女子】　 ▽ 50 ｍ自由形・平
泳・背泳・バタフライ・200 ｍ
個人メドレー＝永縄果（稲西）

【小学 5･6 年男子】　 ▽ 50 ｍ自
由形・平泳・バタフライ・100
ｍ自由形・平泳・200 ｍ個人メ
ドレー＝東来樹（尾崎） ▽ 50
ｍ背泳＝杉浦大翔（蘇一）

【同女子】　 ▽ 50 ｍ自由形・バ
タフライ・100 ｍ自由形・200
ｍ個人メドレー＝広瀬愛実（蘇
一） ▽ 50 ｍ平泳（大会新）・背泳・
100 ｍ平泳（大会新）＝黒田皓
子（那加二）

【中学 1 年男子】　 ▽ 50 ｍ自由
形・ 背 泳・100 ｍ 自 由 形・ 平
泳・200 ｍ個人メドレー＝永縄
宙（稲羽） ▽ 50 ｍ自由形＝岡
本陽太（蘇原） ▽ 50 ｍ平泳・
バタフライ＝倉冨立聖（川島）

【同女子】　 ▽ 50 ｍ・100 ｍ自
由形＝吉永光織（蘇原） ▽ 50
ｍ平泳＝幸田若菜（同） ▽ 50
ｍ背泳＝佐々木友鈴（同）

【中学 2･3 年男子】　 ▽ 50 ｍ自
由形・平泳（大会新）・背泳・バ
タフライ（大会新）・100 ｍ自由
形・平泳（大会新）・200 ｍ個人
メドレー＝髙橋颯太（蘇原）

【同女子】　 ▽ 50 ｍ自由形・背
泳・バタフライ・100 ｍ自由形
＝野宮梨央（蘇原） ▽ 50 ｍ平泳

（大会新）・100 ｍ平泳（大会新）
＝黒田絢子（桜丘） ▽ 200 ｍ
個人メドレー＝橋本小町（蘇原）

【一般男子】　 ▽ 50 ｍ自由形＝
高井大輔 ▽ 50 ｍ平泳＝山野秀
太 ▽ 50 ｍ背泳・200 ｍ個人メ

市民水泳大会
優勝者（敬称略）

ドレー＝矢野真弘 ▽ 50 ｍバタ
フライ＝福生真樹 ▽ 100 ｍ自
由形＝森脇克矢 ▽ 100 ｍ平泳
＝清水裕

【同女子】　 ▽ 50 ｍ自由形・背
泳（大会新）・100 ｍ自由形＝吉
永涼子 ▽ 50 ｍ平泳＝伊藤知永

【リレー小学生男子】　 ▽ メド
レー・フリー＝チーム COPIN

【同女子】　 ▽メドレー・フリー
＝ 2020 年東京オリンピックね
らってますチーム

【リレー中学生男子】　 ▽ メド
レー＝藤井とゆかいな仲間たち

▽フリー（大会新）＝じゅげむ
【同女子】　 ▽ メドレー＝さば

さーもん ▽フリー（大会新）＝
つないくら

【 リ レ ー 一 般 男 子 】　 ▽ メ ド
レー・フリー＝川崎重工㈱岐阜

【同女子】　 ▽フリー＝とびうお
女子
詳細　スポーツ課☎ 058-383-12
31

　11 月 11 日～ 17 日は、「税を考
える週間」。今年のテーマは「く
らしを支える税」です。
　国税庁ホームページでは、「暮
らしを支える税を学ぼう」や「社
会保障・税番号制度」、「国税庁
ホームページの上手な使い方」
について、動画で紹介していま
す。ぜひご覧ください。
詳細　岐阜南税務署☎ 058-271-
7111

税を考える週間

11月の休日・夜間
納付相談

【市税】　 ▽休日相談日時＝ 11 月
12 日（日）　10:00 ～ 17:00 ▽ 夜
間相談日時＝ 11 月 8 日～ 10 日、
13 日～ 14 日　17:15 ～ 20:00
場所　本庁舎 1 階税務課

【国民健康保険料】　 ▽ 休日相談
日時＝11月11日（土）　13:00 ～
17:00 ▽ 夜間相談日時＝11 月 9
日 ～ 10 日、13 日 ～ 15 日　17:15
～ 20:00
場所　本庁舎 1 階医療保険課

【共通事項】
備考　 ▽本庁舎北側地下入口か
らお入りください ▽上記時間帯
に、電話での納付確認を実施
詳細　 ▽ 市税＝税務課☎ 058-
383-4773 ▽ 国民健康保険料＝
医療保険課☎ 058-383-1112　

【年末調整説明会】
日時　11 月 14 日（火）14:00 ～
16:00
場所　文化ホール（蘇原中央町２）
対象　源泉徴収義務者
内容　源泉所得税の年末調整の
仕方など
備考　 ▽税務署から送付される

「年末調整のしかた」「給与所得
の源泉徴収票等の法定調書の作
成と提出の手引き」を持参して
ください ▽源泉徴収票などが不
足する場合は、説明会会場、税
務署などで受け取ってください

【青色申告決算説明会】
日時　11 月 15 日～ 17 日　 ▽

10:00 ～ 12:00 ▽ 13:30 ～ 15:30
場所　マーサ21  4 階マーサホー
ル（岐阜市正木中 1-2-1）
対象　個人の青色申告者
内容　青色申告の決算方法など
備考　 ▽ e-Tax、確定申告書作
成コーナーを利用して申告した
翌年は、確定申告書・青色決算
書などの用紙は送付されません

▽確定申告書用紙や青色決算書
用紙などは、国税庁ホームペー
ジ https://www.nta.go.jp/ から
ダウンロードできます
詳細　岐阜南税務署☎ 058-271-
7111

年末調整・
青色申告説明会

　ごみを野外で燃やすことは、
廃棄物処理法で禁止されていま
す。野外焼却で発生する臭いや
煙で「洗濯物が干せない」などの
苦情も多く寄せられています。
　農林業を営むうえで、やむを
得ず燃やす場合は、地域環境や
周囲に配慮してください。
詳細　環境政策課☎ 058-383-42
30

野外焼却（野焼き）
は禁止です

　ポイ捨てなどの
防止、美しいまち
づくりに、ご活用
ください。△

ぽい捨てしない
で

△

ごみは持ち帰ろう

△

犬や猫
のフン・尿の後始末を！
備考　

△

数量限定

△

設置に必要
な場所、杭、針金などは、各自用意
詳細　環境政策課☎ 058-383-42
32

美しいまちづくり
啓発看板を配布

　市では、平成 30 年度に小・中
学校に入学するお子さんがいる
家庭で、経済的にお困りの保護
者の方に、新入学児童生徒学用
品準備費を支給します。
対象　市在住で、平成 30 年４
月に市立の小・中学校に入学す
る子を持つ世帯 ▽小学生＝次の
いずれかに該当し、教育委員会
が総合的に認定する方①生活保
護法に基づく保護の停止または
廃止をされた方②児童扶養手当
法に基づく児童扶養手当を受給
している方③特別な事情により
市民税の減免を受けている方④
保護者の職業が不安定で、生活
状況が特に悪いと認められる方

▽ 中学生＝小学校６年生時点
で、準要保護の認定を受けてい
る方
支給額　

△

小学生＝ 4 万 600 円

▽ 中学生＝ 4 万 7400 円
備考　 ▽ 新中学１年生は申請不
要 ▽詳細は市ウェブサイト参照
申込と詳細　11 月 20 日～平成
30 年２月 16 日に、学校教育課
☎ 058-383-1118

入学前に就学援助
を実施

　学校や家庭での教育や、子育
ての悩みの相談に応じます。お
気軽にご相談ください。

【教育相談】
日時　祝日を除く、毎週火～土
曜日　9:00 ～ 17:30
相談電話　☎ 058-383-7290

【保護者会】
日時　11 月 17 日（金）、12 月
14 日（木）　14:00 ～ 15:30

【共通事項】
場所　教育センター「すてっぷ」

（中央図書館 4 階、那加門前町 3）
詳細　教育センター☎ 058-383-
7291

教育相談・
保護者会

11 月 30 日（木）まで

介護保険料   11 月分
国民健康保険　 6 期
後期高齢医療　 5 期
住宅使用料　　 8 期

今月の

納　税

心の通い合う街④
犯罪被害者の人権

　犯罪被害者やその家族は、
事件の直接的な被害だけでな
く、心ないうわさや中傷など
の精神的苦痛で、日常生活へ
の影響が大きくなる二次的被
害にも苦しめられています。
　被害者がもとの平穏な生活
を取り戻せるよう、周囲の
人々が状況を理解し、寄り
添っていくことが必要です。
資料提供　まちづくり推進課

日時　12 月 7 日～平成 30 年 3
月 6 日の原則平日　8:30 ～ 16:30
場所　那加クレーンセンター

（那加新加納町）
対象　ハローワークに求職登録
した県内離職者の方
費用　無料（教材などは実費）
申込　11 月 16 日までにハロー
ワーク岐阜
詳細　那加クレーンセンター☎
058-389-2227

職業訓練「物流・
建設機械運転科」

11　　　広報各務原11月 1日号 広報各務原11月 1日号　　　10



くらし　けんこうと くらし　けんこうと

　認知症の方や家族の方など、
誰でも集える憩いの場です。事
前申込は不要です。

【こころカフェ ぽかぽか】
日時　毎週土曜日　10:00～12:00
場所　NPO 福祉サポートセン
ター各務原東隣（鵜沼三ツ池町5）
費用　200 円
詳細　かかみ野☎ 058-384-8844

【オレンジカフェうぬま】
日時　11 月 15 日（水）　14:00 ～
15:30
場所　喫茶「ジョイガァデン」

（鵜沼古市場町 2）
費用　200 円
詳細　ジョイフル各務原☎ 058-
379-2521

【オレンジカフェ八木山】
日時　11 月 16 日（木）　13:00 ～
15:00
場所　ささえあいの家（つつじ
が丘 4）
詳細　カーサ・レスペート☎ 058-
385-3912

【さくらカフェ  in Blue café】
日時　11 月 16 日（木）　13:30 ～
15:30
場所　Blue café（那加門前町 3）
内容　リンパマッサージ＆リフ
トアップ
費用　200 円
詳細　社会福祉協議会☎ 058-38
3-7624

お気軽に参加を
「認知症カフェ」

【一般不妊治療】
　平成 29 年３月１日以降の一
般不妊治療のうち、費用の一部
を助成します。
対象　夫婦のいずれかが市内に
住所を有する方。ただし、夫婦
の前年所得（1 ～ 5 月に申請す
る方は前々年所得）の合計額が
730 万円未満の方
申込　平成 29 年３月～平成 30
年 2 月の診療分を 1 年度分とし
て、平成 30 年 3 月までに申込

【特定不妊治療】
　平成 28 年 4 月 1 日以降、特
定不妊治療（体外受精、顕微授
精）に係る、保険適用外の治療
費の一部を助成します。
対象　県特定不妊治療費助成事
業による助成の承認を受けてい
る方
申込　県特定不妊治療費助成事
業承認決定通知日から１年以内

【共通事項】
備考　申請には、市様式の申請
書（市ウェブサイトからダウン
ロード可）と、医師の受診証明
書などが必要です。詳しくは下
記へお問い合わせください
申込と詳細　健康管理課☎ 058-
383-1115

不妊治療費の
一部を助成します

日時　11 月 21 日（火）　13:00 ～
14:20
場所　社会福祉課相談室（那加
桜町 1）
備考　事前予約が必要
申込と詳細　社会福祉課☎ 058-
383-1252

精神保健福祉士
こころの健康相談

【4 か月児健康診査】

内容　医師の診察、身体計測、
栄養・育児などの相談

【11 か月児健康診査】

内容　医師の診察、身体計測、
歯科・栄養・育児などの保健相談

【1 歳 6 か月児健康診査】

内容　医師・歯科医師の診察、
身体計測、個別相談
備考　 ▽歯みがきをして受診し
てください（歯の汚れの検査あ
り） ▽当日幼児フッ素塗布受診
票を発行（１人 1 回分・無料）

【3 歳児健康診査】

内容　医師・歯科医師の診察、
尿検査、聴覚検査、身体計測、
個別相談
備考　尿を入れる容器（11 月中旬
郵送）と目と耳に関するアンケー
トを記入し、持参してください

【共通事項】
受付時間　13:00 ～ 13:30（仮番

12 月の
乳幼児健康診査

期日 場所 対象出生児
4 日

（月）
総合福祉会館

平成 29 年 7 月
1 日～ 15 日

5 日
（火）

平成 29 年 7 月
16 日～ 31 日

6 日
（水）

東保健相談
センター 平成 29 年 7 月

期日 場所 対象出生児

21 日
（木）

総合福祉会館

平成 29 年 1 月
22 日

（金）
東保健相談

センター

期日 場所 対象出生児
18 日

（月）
総合福祉会館

平成 26 年 11 月
1 日～ 15 日

19 日
（火）

平成 26 年 11 月
16 日～ 30 日

20 日
（水）

東保健相談
センター 平成 26 年 11 月

期日 場所 対象出生児
11 日

（月）
総合福祉会館

平成 28 年 5 月
1 日～ 15 日

12 日
（火）

平成 28 年 5 月
16 日～ 31 日

13 日
（水）

東保健相談
センター 平成 28 年 5 月

号札配布 12:30 ～）
対象地区　 ▽総合福祉会館＝那
加・川島・蘇原・稲羽地区 ▽東
保健相談センター＝鵜沼地区
持参品　母子健康手帳、問診票

（記入済のもの）
備考　 ▽指定日に受診できない
場合、2 週間前までに下記へ ▽

前月までの対象児で受診してい
ない方は、今回受診できます ▽

健康診査の所要時間は約 2 時間
です ▽駐車料金の補助あり
詳細　健康管理課☎ 058-383-11
15、東保健相談センター☎ 058-
379-7888

【住み慣れた地域で暮らす・顔
の見える関係づくり】
日時　11 月 14 日（火）　19:30 ～
21:00
場所　飛鳥美谷苑（那加西市場
町 7）
内容　講演「やり直しのきく社会
へ～出所者の支援について～」
有田朗・岐阜市生活就労セン
ター相談支援員
詳細　飛鳥美谷苑☎ 058-371-30
81

【できるだけ元気で長く在宅生
活をつづけるコツ】
日時　① 11 月21 日（火）② 12
月６日（水）　13:30 ～ 15:30
場所　総合福祉会館（那加桜町 2）
内容　①各務原市にある制度外
サービスを知ろう！②高齢者の
運転、移動手段について考えよ
う（１回のみの参加も可）
申込と詳細　社会福祉協議会☎
058-383-7624

生活圏域
ネットワーク会議

日時　11 月10 日（金）　13:30 ～
15:00
場所　飛鳥美谷苑（那加西市場
町 7）
対象　介護中・介護の経験があ
る方、介護に興味がある方
内容　高齢者用弁当試食、講話
講師　鷲見哲郎・宅配 123 代表
取締役
申込と詳細　11 月 6 日までに、
飛鳥美谷苑☎ 058-371-3081

介護者交流会

備考　400ml 限定
詳細　健康管理課☎ 058-383-75
70

12 月の「愛の献血」

期日 受付時間 場所

12 日
（火）

 9:30 ～ 13:00 各務原市役所
（那加桜町 1）14:15 ～ 16:00

24 日
（日）

 9:30 ～ 12:00 アピタ各務原店
（鵜沼各務原町8）13:30 ～ 16:00

日時　11 月 26 日（日）　9:30 ～
11:00（受付 9:00 ～ 9:30）
場所　中央図書館 4 階多目的ホー
ル（那加門前町 3）
対象　分娩予定日
が 平 成 30 年 2 月
～ 4 月の妊婦とそ
の家族
定員　160 人程度（申込順）
講師　心療内科医師、助産師など
内容　親子の愛着と情緒関係、
抱っこのポイント、赤ちゃんと
の生活イメージ、赤ちゃんの育
児体験（希望者のみ、11:00 ～
11:45）
持参品　母子健康手帳、筆記用
具、動きやすい服装
申込と詳細　健康管理課☎ 058-
383-1115

妊娠期から始める
ハッピー子育て講座

期間　12 月 31 日まで
場所　市内指定医療機関（要予約）
対象　①接種日に 65 歳以上の
方②接種日に 60 ～ 64 歳の方
で、心臓やじん臓、呼吸器の機
能に自己の身辺の日常生活活動
が極度に制限される程度の障が
いを有する方、またはヒト免疫
不全ウイルスにより免疫の機能
に日常生活がほとんど不可能な
程度の障がいを有する方
接種回数　1 人１回
本人負担額　1500 円（生活保護
世帯の対象者は本人負担なし）
持参品　本人確認書類（保険証
など）、健康手帳（お持ちの方）
備考　 ▽ 65歳以上の方のインフ
ルエンザ予防接種予診票兼接種
券は医療機関に設置 ▽②の方、
対象者で生活保護世帯の方は接
種前に下記で手続きが必要。印
鑑、マイナンバー通知カード、身
体障害者手帳（②の方）、身分証
明書類（生活保護世帯の方）を持
参 ▽長期入院など市内指定医療
機関で接種が困難な方、市外の
かかりつけ医（県内）で接種希望
の方は、接種前に下記へ連絡
詳細　健康管理課☎ 058-383-11
15、東保健相談センター☎ 05
8-379-7888

高齢者インフル
エンザ予防接種

期間　平成 30 年 3 月 31 日まで
場所　市内指定医療機関（要予約）
対象　次の①～⑨で、1 度も接
種していない方①昭和 27 年 4
月 2 日～ 28 年 4 月 1 日生②昭
和 22 年 4 月 2 日 ～ 23 年 4 月
1 日生③昭和 17 年 4 月 2 日～
18 年 4 月 1 日 生 ④ 昭 和 12 年
4 月 2 日～ 13 年 4 月 1 日生⑤
昭 和 7 年 4 月 2 日 ～ 8 年 4 月
1 日生⑥昭和 2 年 4 月 2 日～昭
和 3 年 4 月 1 日生⑦大正 11 年
4 月 2 日～ 12 年 4 月 1 日生⑧
大 正 6 年 4 月 2 日 ～ 7 年 4 月
1 日生⑨接種時 60 ～ 64 歳で ▽

心臓、じん臓、呼吸器の機能に
自己の身辺の日常生活活動が極
度に制限される程度の障がいを
有する方 ▽ヒト免疫不全ウイル
スにより免疫の機能に日常生活
がほとんど不可能な程度の障が
いを有する方
費用　2500 円（生活保護世帯
の対象者は本人負担なし）
持参品　予診票兼接種券、本人
確認書類（保険証など）
備考　⑨の方、対象者で生活保
護世帯の方は、下記で手続きが
必要。印鑑、マイナンバー通知
カード、身体障害者手帳（⑨の
方）、身分証明書類（生活保護世
帯の方）を持参
詳細　健康管理課☎ 058-383-11
15、東保健相談センター☎ 058-
379-7888

高齢者の肺炎球菌
感染症予防接種
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中央図書館
☎ 058-383-1122　　

B
O
O
K 一番読みたくなった本はどれ？

「わたしの 1 冊！気軽にトーク」

〒 504-0911 那加門前町 3-1-3
㊡ 10/30、11/6・10・13・14・20・24・27、12/1

A
R
T 気軽にお越しください

中央図書館 3 階展示室 B

■こども芸術村作品展
期間　11 月 15 日～ 18 日　10:00 ～ 19:00（15 日は
12:00 ～、18 日は 12:00 まで）
詳細　風の芸術村・高阪☎ 058-383-8666

　5 分間でオススメ本を紹介し合い、「どの本が一
番読みたくなったか」を決めるビブリオバトル。気
軽に観覧にお越しください。
日時　 ▽ 11 月 4 日（土）　14:00 ～ 16:00 ＝一般の
部 ▽ 5 日（日）　10:00 ～ 12:00 ＝小学校高学年の
部 ▽ 5 日（日）　14:00 ～ 16:00 ＝中学生の部
場所　中央図書館 1 階ロビー

〒 504-0912 那加桜町 2-186（観光交流課内）
㊡土・日曜日、祝日

各務原国際協会
☎ 058-383-1426

　やさしい本、音源付絵本か
ら多読を始めてみませんか？
初心者から経験者まで楽しめ
る、情報交換の場として気軽
にご参加ください。
日時　① 11 月 12 日（日）② 1 月 13 日（土）③ 3 月 4
日（日）　11:00 ～ 12:00
場所　中央図書館 4 階第 4 研修室（那加門前町 3）

C
U
LT
U
R
E

初心者の方も大歓迎
「各務原英文多読交流会」

日時　平成 30 年 1 月 28 日（日）　13:00 ～
場所　中央図書館 4 階多目的ホール（那加門前町 3）
対象　市内在住の中学生
内容　 ▽テーマ自由 ▽ 1 人 3 分以上 5 分以内
申込　12 月 8 日（必着）までに、申込用紙に原稿
を添えて ▽市内の中学校に在学＝学校の担当教員を
通して申込 ▽市外の中学校に在学＝郵送、または直
接、観光交流課内国際協会事務局

C
U
LT
U
R
E

自分の意見を英語で発表！
「中学生英語スピーチコンテスト」

　クリスマスや新年に、アメリカでよく食べられる
家庭料理を作ります。
日時　11 月 30 日（木）　10:00 ～ 13:00
場所　産業文化センター 4 階料理室（那加桜町 2）
定員　24 人（申込順）
費用　1500 円（国際協会員は 1000 円）
内容　スタッフド・ペッパー（パプリカの肉詰め）、チ
キン・フロレンティーン（鶏のフィレンツェ風）、クル
ミとクランベリーのリーフサラダ、オニオンスープ
講師　ジェイソン・ヴァンミーター・市国際交流員
申込　11 月 15 日（必着）までに、「講座名、郵便
番号、住所、氏名、ふりがな、電話番号、国際協会
会員かどうか」を明記し、往復はがき、またはメー
ル kia@city.kakamigahara.gifu.jp（件名をイベント
名にして）観光交流課内国際協会事務局

C
U
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U
R
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国際交流料理講座
「冬のアメリカ料理」

C
U
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U
R
E

C
U
LT
U
R
E

　紙ヒコーキ作家のアンド
リューさんを先生に、クリス
マスにちなんだ紙工作と、英
語の読み聞かせを行います。
　気軽にご参加ください。
日時　12 月 16 日（土）
10:00 ～ 12:00
対象　小学生（低学年は保護者同伴）
定員　20 人（申込順）
持参品　はさみ、木工用接着剤・またはアラビア糊、
色鉛筆、定規（15 ㎝以上）
申込　11 月 4 日　9:00 ～「講座名、電話番号、氏名」
を電話、またはメール kks-rarara@city.kakamigahara.
gifu.jp で教育センター

　平成 26 ～ 28 年度に行われた鵜沼古市場遺跡の
発掘調査。出土した遺物や遺構などから遺跡の特徴
や、美濃地域での位置づけについて考えます。
期日　下表のとおり（全 3 回）
時間　10:00 ～ 11:30
場所　中央図書館 4 階  多目的ホール
定員　150 人（申込順）
費用　1500 円
申込　電話、またはメール maibun@city.kakamigaha
ra.gifu.jp で埋蔵文化財調査センター

教育センターで楽しく学ぼう！
「クリスマスの紙工作をしよう」

各務原歴史セミナー
「鵜沼古市場遺跡をめぐって」

教育センター

埋蔵文化財調査センター

☎ 058-383-7291

☎ 058-383-1123

〒 504-0911 那加門前町 3-1-3 中央図書館 4 階 
㊡月曜日

〒 504-0911 那加門前町 3-1-3 中央図書館 3 階
㊡ 10/30、11/6・10・13・14・20・24・27、12/1

期日 内容

12 月 2日
（土）

「新発見の環壕が語る鵜沼の弥生時代」石黒
立人・元愛知県埋蔵文化財調査センター副
センター長

12 月 16 日
（土）

「中世の美濃・中世の鵜沼古市場遺跡」井川
祥子（岐阜市教育委員会社会教育課）

平成 30 年
1月 6日
（土）

「石製模造品から見た鵜沼の古墳時代」早野
浩二・愛知県埋蔵文化財調査センター調査
研究専門員

C
U
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U
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　歌舞伎の化粧「隈
くまどり

取」の体験をしてみよう。化粧
をした後、村国座で写真を撮ることができます。
日時　11 月 18 日（土）　13:00 ～ 16:00
場所　村国座（各務おがせ町 3）
対象　小学生の親子
定員　10 組（申込順）
費用　1 人 300 円
内容　隈取体験、村国座見学
申込と詳細　11 月 10 日までに、電話またはメール
bunka@city.kakamigahara.gifu.jp で文化財課

かかみがはら寺子屋事業「郷土の
伝統文化  歌舞伎化粧を体験しよう」

文化財課
☎ 058-383-1475

〒 504-0912 那加桜町 2-186 産業文化センター 7 階    
㊡土・日曜日、祝日

〒 509-0143 鵜沼小伊木町 4-213
㊡月曜日、祝日

N
A
TU
R
E

N
A
TU
R
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季節の工作にチャレンジ！
自然の家の「クラフト体験」

家族で作ろう！松ぼっくりツリー・
クリスマスリース「ファミリーデー①」

少年自然の家
☎ 058-370-5280

■クラフト体験Ⅰ「クリスマスかざりを作ろう」
日時・内容　① 12 月 5 日（火）＝紙ひものクリス
マスリース② 6 日（水）＝タワーキャンドル③ 7
日（木）＝松ぼっくりツリー④ 8 日（金）＝紙すき（ク
リスマスカード）　いずれも 9:30 ～ 11:30
費用　① 300 円② 120 円③ 50 円④ 150 円
■クラフト体験Ⅱ「季節のクラフト体験」
日時・内容　① 12 月 12 日（火）＝しめ縄風紙ひ
もリース② 13 日（水）＝紙ひものクラフト③ 14
日（木）＝たこ作り④ 15 日（金）＝門松飾り　い
ずれも 9:30 ～ 11:30
費用　① 300 円② 140 円③ 250 円④ 300 円

【共通事項】
対象　年小児～成人
定員　各 20 人（申込順）
申込　11 月 1 日～ 12 月 10 日に、「参加日、氏名、
連絡先、人数」を、電話で少年自然の家

日時　12 月 9 日（土）　9:00 ～ 12:00
対象　年少～大学生の子どもを含む、2 人以上の家
族（年少児未満は参加できません）
定員　各 15 家族（60 人程度、抽選）
内容・費用　①松ぼっくりツリー作り（大人 600 円、
子ども 300 円、1 人 1 個）②クリスマスリース作り（大
人 500 円、子ども 200 円、1 家族 1 個・材料費 300
円）、プラネタリウム（①②コース共通）
申込　11 月 25 日（必着）までに、「代表者氏名、
ふりがな、性別、郵便番号、住所、電話番号、参加
人数、参加者全員の氏名・ふりがな・年齢（12 月
9 日現在）・性別、希望するコースの記号（ ▽ 松ぼっ
くりツリー＝ A ▽ クリスマスリース＝ B ▽ どちら
でもよい＝ C）、キャンセル待ちをするかどうか」
を明記し、はがきで少年自然の家。または少年自然
の家ウェブサイト内にある申込専用フォームから申
込（備考欄に、希望するコースの記号を明記）
備考　応募は 1 家族 1 口
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〒 504-0912 那加桜町 2-186 産業文化センター 4 階    
㊡祝日

西ライフデザインセンター
☎ 058-383-1121

C
U
LT
U
R
E

新年の準備はこれでバッチリ !?
西ライフデザインセンターの短期講座

■伝統のおせち  アレンジおせち
　伝統のおせちと、現代風にアレンジしたおせちを、
食材を生かして簡単においしく作りましょう。
日時　12 月 19 日・26 日　いずれも火曜日　10:00
～ 12:30（全 2 回）
定員　20 人
講師　赤座幸子
費用　2300 円（受講料 600 円、
材料費 1700 円） 
持参品　エプロン、三角巾、筆記用具　台布巾、皿
布巾、ごみ袋、手拭きタオル

■美しい生け花で、新年を
　すてきなお正月の生け花で、
新しい年を祝いましょう。
日時　12 月 27 日（水）　9:30 ～
11:30
定員　20 人
講師　戸崎光子（池坊）
費用　2300 円（受講料 300 円、材料費 2000 円）
持参品　花切ばさみ、新聞紙、タオル、ごみ袋

【共通事項】
申込　11 月 22 日　10:00 ～受講料を持参し、直接、
西ライフデザインセンター（10:00 の時点で定員を
超えた場合は、その場で抽選）

〒 504-0813 蘇原中央町 2-1-8    
㊡月曜日、祝日

中央ライフデザインセンター
☎ 058-389-1820

日時　12 月 3 日（日）　10:00 ～ 12:00
対象　高校生までの子どものいる方
定員　16 人（抽選）
費用　1000 円（受講料 300 円、材料費 700 円）
講師　服部俊幸・スペイン文化研究家
備考　お子さんの同伴も可（料理中は別室で託児）
申込　11 月 21 日（必着）までに ｢ 講座名、氏名、年齢、
住所、電話番号、子ども同伴の方は氏名、学年か年
齢 ｣ を明記し、メール chuolife@city.kakamigahara.
gifu.jp か往復はがきで中央ライフデザインセンター

（窓口申込の場合は、はがき 1 枚持参）

C
U
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U
R
E

子育てママの料理講座
「炊飯器でつくる簡単パエリア」

　高校生ボランティアが、スマートフォンの基本的
な使い方に関するご質問にお答えします。
日時　11 月 25 日（土） 　10:00 ～ 12:00
申込　11 月 17 日までに、電話などで「氏名、年齢、
電話番号、スマートフォンの種類、主に質問したい
こと」を中央ライフデザインセンター

C
U
LT
U
R
E

ゼロから知りたいスマートフォン
「ゼロスマカフェ」

〒 509-0102 各務字車洞 6797-1
㊡なし

■ 3 日（日）各務野・自然観察ウオーク
　「初冬の森を楽しもう」
持参品　筆記用具、防寒着
費用　300 円（1 人）
■ 10 日（日）乾燥の季節  手づくりハンドクリーム
　づくり
持参品　筆記用具、持帰り用の袋
費用　600 円（1 作品）
■ 17 日（日）「門松」を作ってお正月
持参品　筆記用具、持帰り用の袋
費用　1500 円（1 対 2 個）

【共通事項】
時間　10:00 ～ 12:00（10 日は 11:30 まで）
定員　30 人（申込順）
対象　小学生の親子（3 日・10 日は大人のみも可）
申込　11 月 1 日～「開講日と講座名、参加者全員
の住所、氏名、ふりがな、付き添いの方の有無、性
別、年齢、電話番号、返信用メールアドレス」を明
記し、shizen@wildlife.ne.jp へ
詳細　NPO 法人生態教育センター（自然体験塾窓
口）☎ 090-5615-0370

N
A
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自然を楽しむ講座がいっぱい！
12 月の「自然体験塾講座」

各務野自然遺産の森
☎ 058-385-2773

C
U
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東ライフデザインセンター
☎ 058-384-0507

プロから学んで充実ライフ
東ライフ「秋の短期講座」

■クリスマスのポッドアレンジ
　生花を保存加工した、プリザーブドフラワーのア
レンジです。クリスマスやお正月の花飾りとして楽
しめます。
日時　11 月 25 日（土）　10:00 ～ 12:00
定員　12 人（うち 3 人は、市内在住・在勤で 35 歳
以下の勤労者を優先）
費用　2000 円（受講料 300 円、
材料費 1700 円）
講師　玉木裕子
申込開始日時　11 月 7 日
10:00
■クリスマスパン「パネトーネとブールドネージュ」
　今年はイタリアの伝統的なクリスマスパン「パネ
トーネ」と、アーモンドの焼き菓子「ブールドネー
ジュ」を作ります。
日時　12 月 9 日（土）　10:00 ～ 13:30
定員　16 人（うち 8 人は、市内在住・在勤で 35 歳
以下の勤労者を優先）
費用　1000 円（受講料 300 円、
材料費 700 円）
講師　中山陽子
申込開始日時　11 月 7 日
10:30
■籐で作品づくり
　籐を編んで自分だけの作品を作ってみませんか。
玄関やリビングに置いてもすてき！
　男性の参加も大歓迎です。気軽にご参加ください。
日時　12 月 5 日・19 日　いずれも火曜日　13:30 ～
15:30（全 2 回）
定員　16 人
費用　1600 円 （受講料 600 円、材料費 1000 円）
講師　平田ふく子
備考　東ライフデザインセンターに見本があります
申込開始日時　11 月 21 日　9:30

【共通事項】
申込　各申込開始日時～、費用を持参して直接、東
ライフデザインセンター（申込開始の時点で定員を
超えた場合は、その場で抽選）

〒509-0145 鵜沼朝日町 3-163-2
㊡月曜日、祝日

川島ライフデザインセンター
☎ 0586-89-3686

自然と歴史に親しもう！
川島ライフの短期講座

■川島の自然と史跡巡りウオーク
日時　11 月 30 日（木）　9:30 ～ 11:30
場所　川島小学校体育館北側駐車
場（川島河田町）集合
対象　成人
定員　20 人（申込順）
費用　300 円（当日支払）
持参品　歩きやすい服装、飲み物
申込　11 月 2 日　9:00 ～　直接、または電話で川
島ライフデザインセンター
■色鉛筆のキーホルダーづくり
日時　12 月 9 日（土）　10:00 ～ 11:30
対象　小学４～６年生の親子
定員　12 組（抽選）
費用　1 家族 500 円（当日支払）
持参品　汚れてもよい服装
申込　11月27 日（必着）までに、「講座名、氏名、住所、
電話番号」を明記し、メール kawashimalife@city.
kakamigahara.gifu.jp、または電話で川島ライフデ
ザインセンター

C
U
LT
U
R
E

〒501-6025 川島河田町 1028-1
㊡月曜日、祝日

〒 504-0813 蘇原中央町 2-1-8
㊡月曜日（祝日を除く）

M
U
S
IC 市民会館ホワイエコンサート「ソプラノ

＆テノール  ジョイントコンサート」

市民会館・文化ホール
☎ 058-389-1818

日時　12 月 21 日（木）　13:00 ～（開
場 12:30）
場所　市民会館ホワイエ（ロビー）
出演　大倉聡子（ソプラノ）、小山陽
二郎（テノール）、髙木峰子（ピアノ）
費用　大人 300 円、中学生以下無料
定員　約 100 人（申込順）
備考　未就学児はご遠慮ください
申込　事前に電話などで市民会館
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毎月 1日号に掲載

健康に役立つ情報をお届け！
み ん な 集 合

登場していただける団
体・サークルを募集中！
詳細は広報課☎ 058-
383-1111（内線 2151）

File № 11-1                                                 

KIDS in Kakamigahara

い
ま
し
た
。

　

他
に
も
「
く
ら
し
ケ
ア
」
の

直
野
さ
ん
に
は
、
誰
も
が
夢
を

持
っ
て
努
力
し
て
い
い
こ
と
、

曹
洞
宗
瑞
巌
寺
の
お
坊
さ
ん
に

は
、
幸
せ
は
共
有
す
る
と
も
っ

と
幸
せ
が
広
が
る
こ
と
を
教
え

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、「
福
祉
の
里
」
の

方
は
、
こ
ん
な
こ
と
を
お
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
「
周
り
の
理
解
が
あ
れ
ば
、

福
祉
の
仕
事
な
ん
て
い
ら
な

い
。周
り
の
接
し
方
に
よ
っ
て
、

障
が
い
者
の
方
の
生
き
方
が
変

わ
る
」。

　

こ
れ
を
聞
い
て
僕
た
ち
「
周

り
の
人
」
も
、
で
き
る
こ
と
が

あ
る
ん
だ
と
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
ん
な
こ
と
が
学

べ
て
い
い
体
験
学
習
に
な
り
ま

し
た
。

文
・
那
加
中
学
校
２
年
　
森

陽ひ
い
ろ彩

さ
ん

福祉体験学習を通して
かかみがはら寺子屋事業

　

私
た
ち
は
職
場
や
家
庭
、
学

校
な
ど
、
多
く
の
人
と
関
わ
り

合
い
生
活
し
て
い
ま
す
。
良
好

な
人
間
関
係
で
あ
れ
ば
、
充
実

し
た
毎
日
で
あ
る
と
感
じ
ら
れ

ま
す
が
、
心
が
ひ
ど
く
疲
れ
た

り
、
傷
つ
く
こ
と
が
生
じ
た
り

す
る
と
、
時
に
は
病
気
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

心
が
「
し
ん
ど
い
」
と
感
じ

た
ら
、身
近
な
人
へ
の
相
談
や
、

病
院
受
診
な
ど
早
め
の
対
応
が

大
切
で
す
。
岐
阜
保
健
所
で
も

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
を
溜
め
な
い
こ
と

　

ス
ト
レ
ス
と
は
上
手
に
付
き

合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
生
活

習
慣
を
整
え
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
で

き
る
時
間
を
持
つ
な
ど
、
自
分

　

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
ポ
ポ
ロ

は
、
歌
い
続
け
て
17
年
。
そ
の

間
に
、
６
回
の
演
奏
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
年
間
行
事
と
し
て

は
県
合
唱
祭
、
中
央
ラ
イ
フ
デ

ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
の
ク
ラ
ブ
・

サ
ー
ク
ル
発
表
会
、
岐
阜
市
の

ア
ク
テ
ィ
ブ
Ｇ
で
の
ク
リ
ス
マ

ス
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
、
幅
広
く

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
の
３
月
に
は
大

阪
府
茨
木
市
で
復
興
支
援
コ
ー

ラ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
「H

arm
ony  

for   Japan  2017  in  

茨
木
」

に
参
加
。
有
意
義
な
ス
テ
ー
ジ

を
経
験
し
ま
し
た
。

　

団
員
は
各
務
原
市
を
中
心
に

岐
阜
市
、
美
濃
加
茂
市
か
ら
も

集
い
練
習
し
て
い
ま
す
。

　

来
年
８
月
に
は
、
７
回
目
の

演
奏
会
を
予
定
。
団
員
の
念
願

だ
っ
た
フ
ォ
ー
レ
の
「
レ
ク
イ

エ
ム
」
を
サ
ラ
マ
ン
カ
ホ
ー
ル

の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
伴
奏
で

合
唱
す
る
予

定
で
す
。
演

奏
会
の
テ
ー

マ
は
「
生
き

る  

命
の
ぬ
く

も
り
を
明
日

へ
」。
災
害
復

興
支
援
ソ
ン

グ
な
ど
の
ス

テ
ー
ジ
も
あ

り
ま
す
。

　

そ
の
他
に

は
、
団
員
の
編
曲
に
よ
る
揖
斐

地
区
の
民
謡
「
お
ば
ば
」
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
曲
は

「
生
命
の
誕
生
の
喜
び
」「
収
穫

の
喜
び
」
な
ど
を
神
事
の
祭
と

重
ね
て
歌
わ
れ
た
も
の
で
す
。

祭
囃
子
を
取
り
入
れ
、
美
し
く

壮
大
な
交
響
詩
的
な
合
唱
曲
と

し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

演
奏
会
に
参
加
し
て
み
た
い

と
い
う
方
は
、
12
月
末
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

土
曜
の
夜
、
私
た
ち
と
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
せ
ん

か
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

活
動
日　
毎
週
土
曜
日　

午
後

７
時
～
９
時

場
所　

中
央
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン

セ
ン
タ
ー
（
蘇
原
野
口
町
１
）

申
込
と
詳
細　
高
瀬
☎
０
５
８

（
３
８
２
）
７
２
３
７

アンサンブル・
ポポロ

に
合
っ
た
方
法
で
解
消
し
ま

し
ょ
う
。

周
囲
の
人
が
す
る
と
よ
い
こ
と

　

身
近
に
心
配
な
人
が
い
た

ら
、
専
門
の
機
関
を
紹
介
す
る

な
ど
、
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ

ま
し
ょ
う
。

保
健
所
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

岐
阜
保
健
所
で
は
、
心
の
病

気
な
ど
に
関
す
る
相
談
を
お
受

け
し
て
い
ま
す
。

【
精
神
科
医
に
よ
る
こ
こ
ろ
の

健
康
相
談
（
予
約
制
）】

日
時　

毎
月
第
２
木
曜　

13
時

40
分
～
15
時
（
１
人
約
30
分
）

場
所　

総
合
福
祉
会
館
（
那
加

桜
町
２
）

【
法
律
と
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

（
予
約
制
）】

　

弁
護
士
と
臨
床
心
理
士
に
よ

る
面
接
相
談
で
す
。

日
時　
平
成
30
年
３
月
６
日（
火
）

13
時
～
16
時（
１
人
約
１
時
間
）

場
所　

岐
阜
保
健
所
（
那
加
不

動
丘
１
）

【
共
通
事
項
】

申
込
と
詳
細　

岐
阜
保
健
所
☎

０
５
８（
３
８
０
）３
０
０
４

詳
細　

健
康
管
理
課
☎
０
５
８

（
３
８
３
）１
１
１
５

　
「
福
祉
」
っ
て
何
を
す
る
こ

と
な
の
か
。
誰
の
た
め
に
な
る

の
か
。
こ
ん
な
疑
問
の
答
え
を

見
つ
け
る
ヒ
ン
ト
を
体
験
し
た

り
、
話
を
聴
い
た
り
し
て
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

僕
が
一
番
印
象
に
残
っ
た
こ

と
は
「
言
語
聴
覚
士
」
の
仕
事

の
見
学
で
す
。

　

見
か
け
は
元
気
で
明
る
そ
う

な
男
の
子
。
だ
け
ど
そ
の
子
は

会
話
活
動
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う

こ
と
が
大
変
で
、
自
分
が
相
手

に
伝
え
た
い
こ
と
も
上
手
に
伝

え
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
そ
ん

な
子
で
し
た
。

　

言
語
聴
覚
士
は
遊
び
を
通
し

て
、
理
解
す
る
力
や
伝
え
る
力

を
育
て
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
仕
事

で
し
た
。
そ
の
方
は
そ
の
子
に

対
し
て
ゆ
っ
く
り
し
ゃ
べ
っ
て

あ
げ
た
り
、
カ
ー
ド
や
た
く
さ

ん
の
お
も
ち
ゃ
を
使
っ
た
り
す

る
な
ど
工
夫
し
て
接
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
子
は
約
30
分
の
間

で
た
く
さ
ん
の
言
葉
を
覚
え

て
、
少
し
ず
つ
質
問
に
答
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
福
祉
と
は
足
り
な
い
こ

と
を
補
う
こ
と
、
そ
し
て
笑
顔

で
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
し
て
あ
げ
る
こ
と
だ
と
思

心
の
健
康
を
保
つ
に
は

杉山幹治さん｜「市子ども会育成協議会50周年記念事業」実行委員長

　

子
ど
も
た
ち
の
協
調
性
や
責

任
感
を
育
も
う
と
、
昭
和
43
年

に
発
足
し
た
「
市
子
ど
も
会
育

成
協
議
会
」。今
年
50
周
年
を
迎

え
、
11
月
５
日
に
記
念
行
事
を

開
催
す
る
。

　

記
念
事
業
の
実
施
に
あ
た

り
、
２
年
前
に
実
行
委
員
会
が

立
ち
上
が
り
、
尾
崎
南
町
の
杉

山
幹
治
さ
ん
が
実
行
委
員
長
に

就
任
し
た
。

　

杉
山
さ
ん
が
子
ど
も
会
に
関

わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
５

年
前
。
く
じ
で
選
ば
れ
た
の
が

き
っ
か
け
だ
っ
た
。
当
初
は
、

重
荷
に
感
じ
て
い
た
が
、
持
ち

前
の
明
る
さ
と
熱
意
で
、
子
ど

も
会
に
欠
か
せ
な
い
存
在
に
。

記
念
事
業
の
役
員
を
決
め
る
と

き
に
も
、周
囲
か
ら「
杉
山
さ
ん

が
委
員
長
に
な
る
な
ら
、
私
も

役
員
を
引
き
受
け
ま
す
」
と
の

申
し
出
が
あ
り
、「
こ
こ
で
断
っ

た
ら
、
男
が
廃
る
」
と
、
委
員

長
就
任
を
引
き
受
け
た
。

　
「
委
員
長
＝
足
枷
」と
思
っ
て

い
た
杉
山
さ
ん
だ
が
、
そ
れ
で

も
引
き
受
け
た
の
に
は
、
も
う

１
つ
理
由
が
あ
っ
た
。「
今
は
、

嫌
だ
と
い
え
ば
、
そ
れ
が
通
る

時
代
。で
も
、そ
ん
な
姿
は
子
ど

も
に
見
せ
た
く
な
い
。
大
人
と

し
て
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の

模
範
で
あ
り
た
い
」
と
の
思
い

が
勝
っ
た
結
果
だ
っ
た
。

　
「
や
る
か
ら
に
は
盛
大
な
も

の
に
し
た
い
」と
、月
１
回
の
委

員
会
の
打
ち
合
わ
せ
で
意
見
を

出
し
合
っ
た
。「
ど
う
し
た
ら
楽

し
く
な
る
か
」に
主
眼
を
置
き
、

当
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
イ
ベ

ン
ト
を
決
め
た
。途
中
、意
見
の

衝
突
や
、
他
の
理
事
の
理
解
を

得
ら
れ
な
い
な
ど
の
ア
ク
シ
デ

ン
ト
も
あ
っ
た
が
、そ
の
都
度
、

杉
山
さ
ん
は
熱
意
を
持
っ
て
伝

え
、
乗
り
越
え
て
き
た
。

　

い
よ
い
よ
記
念
行
事
の
開
催

が
目
前
に
迫
る
。「
い
つ
か
は
子

ど
も
会
を
家
族
の
よ
う
な
存
在

に
。地
域
の
子
ど
も
は
、地
域
で

育
て
る
」。杉
山
さ
ん
の
思
い
が

込
め
ら
れ
た
記
念
行
事
の
会
場

に
は
、
き
っ
と
、
た
く
さ
ん
の

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ

て
い
る
だ
ろ
う
。

SUGIYAMA Mikiharu
所属する軟式野球チームでは、捕
手を務める。いつかは息子と親子
バッテリーを組むのが夢。44 歳。

いつかは「子ども会」を「家族」のような存在に。
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作

　・
大
堀
一
志

挿
絵
・
廣
江
貴
子

め
ざ
せ
！

　9 月 12 日～ 17 日に、中央図書館 3 階で「市民
カメラマン写真展」が開催されました。
【市民カメラマン：藤井弘司さん】
私たち市民カメラマンは、今年新たなメンバーが
加わり、個性あふれる写真 25点を展示しました。
週末には、市のマスコットキャラクター「ららら」
と一緒に撮影したり、お絵かきしたアクリル板を
使って、おもしろい写真を撮ったり、皆さんに写
真を楽しんでもらえるイベントとなりました。

秋の水園を彩る幻想的な赤い花々

交通事故「無し（梨）」を目指して 各務原での仕事と暮らしのヒントを

河川環境楽園「ヒガンバナ」

交通事故無し梨作戦 創業トークセッション

市民カメラマン写真展

　秋の彼岸の時期に花を咲かせる「ヒガンバナ」。
真っすぐに伸びた花茎の先に、赤色の花弁が集
まって咲く姿が特徴です。
　川島笠田町の河川環境楽園にある木曽川水園で
は、ヒガンバナが見ごろを迎えました。水園の「中
の島」にも咲いており、水面に映る美しい姿は幻
想的。岐阜市から訪れた加納美樹さんは、「たくさ
んの赤い花がきれいですね。秋だなぁと思います」
とその美しさに見入っていました。　（9 月 29 日）

　市交通安全対策協議会では、「秋の全国交通安
全運動」に合わせて、さまざまな啓発活動を行っ
ています。9 月 22 日には、川島笠田町のかさだ
広場周辺で、各務原警察署や関係団体の皆さん約
100 人が参加し、「交通事故無し梨作戦」を実施。
　付近を通行する車両の運転手に、交通事故「無
し」にかけた「梨」と、啓発パンフレットを配布しま
した。受け取った運転手は「事故に気を付けて」
と声をかけられると、笑顔で応じていました。

　イオンモール各務原 2 階にある移住定住総合窓
口「かかみがはらオープンクラス」で、9 月16 日、
創業トークセッション「OPEN ACTION!」を開催し、
市内外から 30 人を超える方が集まりました。
　講師は、各務原に縁があり、第一線で活躍する
2 人。創業までのストーリーや自分らしい働き方
のヒントが熱く語られると、訪れた男性は「何か
を始めようという気持ちを後押ししてもらいまし
た」と嬉しそうに話していました。

弘
化
二
（
１
８
４
５
）
年
の
こ
と
で
あ
る
。

　

水
野
弥
太
郎
は
医
家
の
長
子
だ
っ
た
が
、

若
い
頃
か
ら
身
を
持
ち
崩
し
学
問
は
さ
て
お

い
て
の
連
日
の
剣
術
道
場
通
い
。
や
が
て
岐

阜
一
番
の
腕
前
と
な
り
、
自
ら
も
道
場
を
開

き
今
や
門
弟
数
十
人
を
抱
え
て
い
た
。
こ
こ

で
も
半
吉
は
め
き
め
き
と
腕
を
上
げ
、
主
の

弥
太
郎
の
目
に
止
ま
る
。

「
半
吉
、
な
か
な
か
腕
を
上
げ
た
な
。
近
々

名
古
屋
で
剣
術
大
会
が
あ
る
と
聞
い
た
。
お

前
出
て
み
る
気
は
な
い
か
」

　

新
加
納
村
で
本
格
的
に
剣
術
を
習
い
始
め

て
か
ら
丸
二
年
経
っ
て
い
た
半
吉
は
、
弥
太

郎
の
言
葉
に
二
つ
返
事
で
受
諾
し
た
。

（
他
の
と
こ
ろ
で
も
腕
試
し
を
し
た
い
）

　

そ
う
思
っ
て
い
た
矢
先
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
つ
づ
く

9

　

な
か
な
か
子
宝
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
半
吉

の
養
親
に
子
供
が
出
来
た
。
し
か
も
男
の
子

で
半
兵
衛
と
名
付
け
ら
れ
た
。
半
吉
に
と
っ

て
は
一
回
り
も
離
れ
た
弟
な
の
だ
が
、
正
確

に
言
え
ば
義
理
の
弟
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

当
然
な
が
ら
半
左
衛
門
夫
婦
に
す
れ
ば
や
っ

と
授
か
っ
た
実
子
と
い
う
こ
と
も
あ
り
可
愛

く
て
仕
方
が
な
い
。
複
雑
な
思
い
の
半
吉
は

特
に
誰
を
恨
む
と
い
う
訳
で
は
な
い
が
、
今

ま
で
に
増
し
て
遊
び
呆
け
る
よ
う
に
な
り
、

や
が
て
毎
日
の
よ
う
に
棒
切
れ
を
振
っ
て
は

剣
術
遊
び
に
興
じ
る
よ
う
に
な
る
。

　

十
五
歳
に
な
っ
た
半
吉
は
、
養
親
の
薦
め

で
新
加
納
村
に
あ
っ
た
剣
術
道
場
に
入
る
。

旗
本
坪
内
氏
の
家
臣
で
あ
っ
た
者
が
、
少
し

ば
か
り
腕
に
自
信
が
あ
っ
て
道
場
を
開
き
近

在
の
若
者
に
剣
道
を
教
え
て
い
た
。
し
か
し
、

半
吉
は
入
門
し
て
間
も
な
く
道
場
主
と
も
互

角
に
伍
す
る
ほ
ど
の
腕
前
に
な
り
、
道
場
主

の
薦
め
で
岐
阜
の
水
野
弥
太
郎
を
訪
ね
る
。

【これまでのあらすじ】明治34年（1901）の春。永倉新八は、かつての新撰組の同志、島田魁の養父、永縄半左衛門の息子半兵衛
　　　　　　　　　　に、島田からの手紙を読んで聞かせる。島田は幼少期に半左衛門の養子となり、何不自由なく成長したが…

　

秋
が
深
ま
っ
て
い
く
ら
ら
。
秋
は
イ
ベ
ン
ト

い
っ
ぱ
い
で
、
ら
ら
ら
は
大
活
躍
ら
ら
。

　

秋
の
交
通
安
全
運
動
の「
安
全
安
心
フ
ェ
ア
」

で
は
、
ら
ぴ
ぃ
く
ん
と
一
緒
に
交
通
安
全
の
啓

発
を
し
た
ら
ら
。
み
ん
な
で
交
通
ル
ー
ル
を

守
っ
て
、
事
故
の
な
い
ま
ち
に
す
る
ら
ら
。

　

と
こ
ろ
で
、
み
ん
な
は
、
中
山
道
が
日
本
の

五
街
道
の
一
つ
だ
と
知
っ
て
い
る
ら
ら
？
江
戸

と
京
都
を
結
ぶ
街
道
で
、
各
務
原
市
を
通
っ
て

い
る
ら
ら
。
中
山
道
を
旅
す
る
「
た
び
丸
く
ん
」

が
、滋
賀
県
草
津
市
か
ら
遊
び
に
来
て
く
れ
て
、

一
緒
に
写
真
を
撮
っ
た
ら
ら
。

　
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ

®
」の
投
票
も
あ

と
少
し
ら
ら
。最
後
ま
で
応
援
よ
ろ
し
く
ら
ら
。

詳
細　

観
光
交
流
課
☎
０
５
８
（
３
８
３
）
９

９
２
５

ウオッチ

WATCH

市民カメラマンフォトルポ市民カメラマンフォトルポ
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写真
「偶然の瞬間」

写真を始めたのは、20歳ごろ。定年退職を機に、本格的

に撮影するようになりました。今は、主に「ドクターイ

エロー」を撮影。花や雪など、季節ごとの最高の１枚と

なるよう、撮影場所を探すロケハンも楽しみの１つ。自

分で探したポイントに何度も足を運んで、最高の瞬間を

狙って撮影しています。 遠藤芳
よしひろ

廣さん
（那加石山町）

CITY
GALLERY

最高の一瞬を狙う、おもしろさ

「各務原市公式 L
ラ イ ン

INE」で、子育て・イベント、
「元気ッズ」募集などの情報を逃さずゲット！

右のQRコードから、または
「@kakamigahara」で検索！

いつもかわいい笑顔で皆を癒してくれるね。

これからも明るく元気でいてね。

（国吉さん・治子さん、川島松原町）

仮面ライダーごっこと虫取りが大好き☆これ

からも兄妹仲良くいっぱい遊ぼう♪

（弘敬さん・加緒里さん、各務山の前町）

近松　光
こうたろう

太郎ちゃん（H24.4.9 生）

　　　星
せいら

来ちゃん　　（H27.2.13 生）
野田　千

ちひろ

尋ちゃん（H28.2.14 生）

環境保護のため、
植物インキを
使用しています。

各務原市の
人口・世帯

人口｜ 14 万 8083 人（男　7 万 3220 人・女　7 万 4863 人）

世帯｜ 5 万 8727 世帯　　　　　    平成 29 年 10 月 1 日現在
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